
犬山市協働のまちづくり基本条例検証

協働の
まちづくり
オールスター
ミーティング

11月23日（木祝）に第2回「協働のまちづくりオールスターミーティング」を開催しました。犬山に

住む人、犬山で働く人、犬山で活動する人など、犬山のまちづくりに関わる25名の市民が集まり、活発

な対話が行われました。

原市長からはじめのあいさつ、事務局より前回の振り返りをした後、参加者から次世代の参加にまつ

わる事例をリレートーク。続いて、ランダムに集まったグループで、対話しながら次世代の参加促進ア

イデアを出し合い、その中から共感の集まった案を全員で共有。それぞれの活動に持ち帰れるものもあ

り、有意義な時間となりました。

1  はじめのあいさつ（原市長）《プログラム》
1.はじめのあいさつ

2.前回のふりかえり/事務局より

3.ときほぐし（アイスブレイク）

4. わたしの事例リレートーク/参加者

5.ティーブレイク

6.アイデアソン

テーマ：「参加促進アイデア」を提案せよ！

7.ティーブレイク

8.アイデアレビュー～講評

9.収穫（プチ・ハーベスト）

次世代の「参加したい！」を促すには？

第２回のテーマ

次世代カモ～ン！ベスト・オブ・参加促進アイデアを考えよう！
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コロナ禍を経て、一人ひとりの考え方や生き方は大きく変
わりました。これからの犬山の協働のまちづくりがどうある
べきかを考えることは重要です。今後のキーワードは「協
働」。みなさんとどうまちづくりをしていくかです。

3  ときほぐし(アイスブレイク)
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2  前回のふりかえり/事務局より

4  わたしの事例リレートーク/参加者

皆さんのそれぞれの強い思いや専門
性が集まれば、可能性は無限大です。
この「協働のまちづくりオールスター
ミーティング」は、その可能性を示す
ための大切な場であり、集まった皆さ
んとぜひ、一緒にまちづくりに取り組
んでいきたいと思っています。

次世代の視点から 城東小学校区コミュニティ
推進協議会 津谷さん 犬山高校 石原さん

次世代として参加した事例と、次世代に参加してもらった事例、それぞれの経験談を語っていただきました。

一言ずつ簡単に自己紹介！

最初は新しい人が入りづらい雰囲気で、1年の
流れも説明されませんでした。自分が会長に
なってからは、活動内容の説明を4月に実施し
たり、無理のない範囲で参加してもらうなど、
雰囲気を変えていこうとしています。

兄が入っている青壮年会を手
伝っています。若手が欲しいと
いう声も聞くので、団体に入っ
ていなくても活動を手伝える形
があるといいと思います。



5  ティーブレイク

6   アイデアソン テーマ:「参加促進アイデア」を提案せよ！

7  ティーブレイク

問合せ

犬山市役所 地域協働課

TEL 0568-44-0349

FAX 0568-44-0367

E-mail 010410＠city.inuyama.lg.jp

次回のご案内

日時 12月16日（土）9:30～12:00

場所 犬山市役所 201～203会議室

テーマ「自発的なまちづくりが進むには？」

是非お誘いあわせの上お越しください♪

9  収穫（プチ・ハーベスト）

8  アイデアレビュー～講評

引き継ぐ視点から
こどもサポートクラブ東海
三輪さん

それぞれがアイデアを競いあう「アイデアソン（“アイデア”と“マラソン”を組み合
わせた造語）」という手法を使って、子ども・学生に限らないそれぞれの次世代の参
加促進のための「はじめの一歩」を考えました。
最後には、それぞれが書いたアイデアを机に並べ、全員でイイね！と思うものに星

を付けていきました。

当初のメンバーは活動立上げ時の共通の思い
を持っていますが、途中から会に入った人は
その時々の動機で入会しているので、当初の
思いが伝わりづらいと感じていて、反省点で
もあります。

ひとりブレスト
アイデアスケッチ

３人ブレスト

アイデアソンの流れ

1.ひとりブレスト
2.３人ブレスト
3.アイデアスケッチ
4.ハイライト法

ハイライト法

アイデアソンで多く星がついた上位4人のアイデアを全体で共有しました。

講師による講評

他にもこんな意見がでました！

パパたちが活動したご褒美を家族へ/グループに入っ
てない人が作る広報/あなたが考えたイベントを実施
します！/ボランティアに関心があるみんなでお茶で
も飲みましょ/ウォーキング大会で地域を知ろう/学
校とコミュニティを繋ぐ窓口で学×和連携/まちの空
き家を実験室にして、やりたいことを応援

実は、世の中でヒットしているアイデアは、
最初から評価されているものばかりではありま
せん。今の時代やその時のメンバーに刺さらな
くても、いつか何かと合わさって評価されるこ
ともあるので今日出たアイデアは大切に持って
おいてください。
また、プレゼントが目当てだったり、仲間づ

くりが目当てだったり、一人ひとりが参加した
い！と思うポイントは違います。その都度試し
ながら、メニューや巻き込み方を考えていきた
いですね。

「やらされるより、自発的に取り組む仕掛けが必要だと感じた」「共感と居心地よい空気づくりが大切だと
気付いた」「今日集まった方々とおもしろいことが出来そう」「若い人が参加する動機やきっかけを新たに知
れた」といった感想があげられました。講師の加藤さんから「3人ブレストの時のみなさんのいい笑顔が今日の
財産です」というお話もあり、対話を楽しむ様子が多く見られました。

休憩も兼ねて参加者
同士で情報交換

mailto:010410@city.inuyama.lg.jp

